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梅
崎
春
生

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
十
月
号
『
小
説
新
潮
』
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
単
行
本
に
は

収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
小
説
と
い
う
よ
り
は
実
在
の
人
物
が
実
名
で
登
場
す
る
エ
ッ
セ
イ
に
近
い
実
録
市
井

物
で
、
実
際
に
梅
崎
春
生
の
猫
好
き
は
有
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
は
世
田
谷
に
住
ん
で
い
た
か
と
思
わ
れ

る
。
「
カ
ロ
」
と
言
え
ば
、
「
輪
唱
」
の
「
猫
の
話
」
に
登
場
す
る
猫
の
名
で
あ
る
が
、
あ
れ
は
先
立
つ
四
年

前
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
の
九
月
号
『
文
芸
』
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
春
生
三
十
七
歳
。

底
本
は
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
沖
積
舎
刊
「
梅
崎
春
生
全
集
」
第
三
巻
を
用
い
た
。

結
構
、
残
酷
な
の
で
猫
好
き
の
方
は
読
ま
な
い
方
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
先
に
簡
単
な
注
を
附
し
て
お
く
。

・
「
今
年
の
六
月
二
十
四
日
か
五
日
頃
」
本
篇
時
系
列
か
ら
発
表
の
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
六
月
。

・
「
岩
崎
栄
」
フ
ル
・
ネ
ー
ム
で
出
し
て
い
る
の
で
、
作
家
岩
崎
栄

さ
か
え

（
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
～
昭
和

四
八
（
一
九
七
三
）
年
）
で
あ
ろ
う
。
岡
山
県
児
島
郡
琴
浦
町
（
現
在
の
倉
敷
市
）
の
農
家
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
岡
山
商
業
学
校
（
現
在
の
岡
山
県
立
岡
山
東
商
業
高
等
学
校
）
を
卒
業
後
、
郷
里
の
商
工
学
校
で

教
え
た
り
し
た
後
、
上
京
、
早
稲
田
大
学
予
科
及
び
明
治
大
学
中
退
で
帰
郷
、
『
岡
山
新
聞
』
『
大
阪
時
事
新

報
』
支
局
の
記
者
を
経
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
入
社
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
は
『
東
京
日
日
新
聞
』
社
会
部
に
転
じ
、
社
会
部
副
部
長
を
務
め
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
に
退
社

し
た
。
そ
の
間
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
「
佐
山
栄
太
郎
」
の
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
で
『
改
造
』
に
発
表
し

た
「
天
保
忠
臣
蔵
」
が
翌
年
に
片
岡
千
恵
蔵
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
て
評
判
と
な
っ
た
。
当
初
は
「
広
田
弘

毅
伝
」（
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
）
な
ど
の
政
治
家
伝
な
ど
を
書
い
て
い
た
が
、
戦
後
は
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク

歴
史
小
説
に
手
を
染
め
た
。
代
表
作
は
「
徳
川
女
系
図
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
（
ウ
ィ
キ
の
「
岩
崎
栄
」
に
拠
る
）。

・「
悠
容
迫
ら
ず
」
通
常
は
「
悠
揚

ゆ
う
よ
う

迫
ら
ず
」
で
「
ゆ
っ
た
り
と
し
て
こ
せ
こ
せ
し
な
い
さ
ま
」
を
意
味
す
る

が
、
「
悠
容

ゆ
う
よ
う

迫
ら
ず
」
の
表
記
も
ネ
ッ
ト
上
に
は
散
見
す
る
。
但
し
、
こ
れ
は
思
う
に
、
「
危
急
の
際
で
も
慌

て
て
騒
い
だ
り
焦
っ
た
り
せ
ず
に
落
ち
着
い
て
い
る
さ
ま
」
を
意
味
す
る
「
従
容

し
ょ
う
よ
う

（
縦
容
）
」（
一
般
の
慣
用

句
で
は
「
従
容
と
し
て
」
と
使
う
）
の
「
従
（
從
）
」
と
何
と
な
く
漢
字
も
音
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

https://dl.dropboxusercontent.com/u/86531384/rinsyou.pdf
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/01/post-863d.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%A9%E5%B4%8E%E6%A0%84


そ
れ
を
「
悠
揚
」
と
混
同
し
て
「
迫
ら
ず
」
に
う
っ
か
り
繋
げ
て
し
ま
っ
た
慣
用
句
の
よ
う
に
も
見
受
け
ら

れ
な
い
で
は
な
い
。
ま
れ
に
見
受
け
る
「
従
容
と
し
て
迫
ら
ず
」
と
い
う
表
現
は
如
何
に
も
ヘ
ン
で
、「
そ
れ

っ
て
『
悠
揚
迫
ら
ず
』
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
言
い
た
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

・
「
毒
団
子
」
殺
鼠
用
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
猫
い
ら
ず
」
な
ど
の
黄
燐
、
リ
ン
化
亜
鉛
や
硫
酸
タ
リ
ウ

ム
の
急
性
毒
性
の
強
い
も
の
が
仕
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

・
「
三
尺
」
約
九
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
弱
。

・
「
縞
蛇
」
爬
虫
綱
有
鱗
目
ヘ
ビ
亜
目
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
ナ
メ
ラ
属
シ
マ
ヘ
ビE

laphe quadrivirgata

。
全
長
八

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
大
型
個
体
で
は
二
メ
ー
ト
ル
近
く
な
る
も
の
も
稀
に
い
る
。
無
毒
。
私
は
昭
和
三

二
（
一
九
五
七
）
年
生
ま
れ
で
、
幼
稚
園
の
頃
は
練
馬
の
大
泉
学
園
に
住
ん
で
い
た
が
、
近
く
の
弁
天
池
や

そ
の
向
う
に
広
が
っ
て
い
た
田
圃
近
く
に
は
無
数
の
シ
マ
ヘ
ビ
が
い
て
よ
く
獲
っ
た
も
の
で
あ
る
。

・「
吉
田
時
善
」（
と
き
よ
し

大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
～
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
）。
小
説
家
。
鹿

児
島
県
生
ま
れ
。
東
京
商
科
大
学
卒
業
。
戦
後
に
大
地
書
房
（
春
生
の
単
行
本
「
桜
島
」
の
出
版
社
）
に
勤

め
、
和
田
芳
恵
と
『
日
本
小
説
』
を
創
刊
、
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
『
新
潮
』
に
「
鍾
乳
洞
」
を
発

表
し
た
。
他
に
「
地
の
塩
の
人

江
口
榛
一
私
抄
』（
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
）
な
ど
（
江
口
榛
一
は
春

生
の
「
桜
島
」
の
初
出
誌
『
素
直
』
の
編
集
長
で
も
あ
っ
た
）。
文
脈
か
ら
判
る
と
思
う
が
、
『
隊
商
』
は
彼

の
所
属
し
た
同
人
誌
名
で
あ
る
。

・
「
斎
藤
茂
吉
の
『
自
動
車
に
轢
か
れ
し
猫
は
ぼ
ろ
切
れ
か
何
か
の
ご
と
く
平
た
く
な
り
ぬ
』
」
こ
れ
は
恐
ら

く
、
茂
吉
の
第
十
歌
集
「
白
桃

し
ろ
も
も

」（
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
刊
）
の
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
パ
ー
ト

に
あ
る
（
引
用
は
一
九
五
八
年
岩
波
文
庫
刊
山
口
他
編
「
斎
藤
茂
吉
歌
集
」
を
参
考
に
漢
字
を
恣
意
的
に
正

字
化
し
た
）、

 
 

 
 

一
區
切
を
は
り
た
れ
ば
人
麿
評
釋
の
筆
を
お
き
て
し
ば
ら
く
街
上
を
行
か
む
と
す

街
上

が
い
じ
や
う

に
轢
か
れ
し
猫
は
ぼ
ろ
切き

れ

か
何
か
の
ご
と
く
平ひ

ら

た
く
な
り
ぬ

の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。

・「
ア
サ
ク
ラ
山
椒
」
ム
ク
ロ
ジ
目
ミ
カ
ン
科
サ
ン
シ
ョ
ウ
属
サ
ン
シ
ョ
ウ
品
種
ア
サ
ク
ラ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
（
朝



倉
山
椒
）Zanthoxylum

 piperitum
form

a inerm
e

。
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
棘
の
な
い
栽
培
品
種
で
あ
る
。

・
「
鯨
尺
」
か
つ
て
主
に
布
を
計
る
の
に
用
い
ら
れ
た
物
差
し
。
鯨
尺
の
一
尺
は
、
通
常
使
わ
れ
た
曲
尺

か
ね
じ
ゃ
く

の

一
尺
二
寸
五
分
で
現
在
の
約
三
十
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
か
ら
、
鯨
尺
「
三
尺
」
は
百
十
三
・

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
尻
尾
ま
で
入
れ
て
と
し
て
も
確
か
に
「
巨
大
な
猫
」
と
言
え
る
。

・
「
当
歳
の
男
児
」
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
五
月
に
誕
生
し
た
春
生
の
長
男
知
生

と

も

お

。
「
当
歳
」
は
「
と
う

さ
い
／
と
う
ざ
い
」
で
、
こ
こ
は
そ
の
年
生
ま
れ
の
数
え
一
歳
の
意
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
シ
ー
ン
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
同
年
末
か
。

・
「
画
家
の
秋
野
卓
美
」
（
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
～
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
）
「
立
軌
会
」
同
人
。

元
「
自
由
美
術
協
会
」
会
員
。
後
で
「
画
伯
は
若
い
」
と
出
る
よ
う
に
、
春
生
（
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

生
）
よ
り
七
つ
年
下
で
あ
る
。
作
家
色
川
武
大
と
は
麻
雀
仲
間
。

・「
誰
か
の
小
説
に
、
猫
の
耳
を
見
て
い
る
と
、
切
符
鋏
で
パ
チ
ン
と
穴
を
あ
け
た
く
な
る
、
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
」
梶
井
基
次
郎
の
「
愛
撫
」（
リ
ン
ク
先
は
私
の
古
い
電
子
テ
ク
ス
ト
）。

・
「
鱸

す
ず
き

」
脊
椎
動
物
亜
門
条
鰭
綱
棘
鰭
上
目
ス
ズ
キ
目
ス
ズ
キ
亜
目
ス
ズ
キ
科
ス
ズ
キ
属
ス
ズ
キ

Lateolabrax japonicus

。
肉
食
性
の
沿
岸
性
大
型
海
水
魚
で
あ
る
が
、
河
川
の
か
な
り
上
流
域
に
ま
で
棲

息
す
る
。
出
世
魚
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
海
水
魚
の
多
く
が
こ
の
ス
ズ
キ
（
パ
ー
チ
）
目Perciform

es

に

属
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
で
、
特
に
注
し
て
お
く
。

・「
コ
イ
コ
イ
」
花
札
の
二
人
遊
び
の
ゲ
ー
ム
。
手
札
の
花
と
場
札
の
花
を
合
わ
せ
て
そ
れ
を
自
分
の
札
と
し
、

獲
得
し
た
札
で
出
来
役
を
成
立
さ
せ
、
得
ら
れ
る
得
点
を
競
う
も
の
。
花
札
で
は
最
も
代
表
的
な
遊
び
方
で

あ
る
が
、
流
行
は
昭
和
以
降
。
役
が
出
来
れ
ば
、
勝
負
を
終
わ
ら
せ
て
も
よ
い
が
、
ま
だ
手
札
が
残
っ
て
い

て
、
よ
り
上
位
の
役
が
出
来
る
と
思
っ
た
際
、「
来
い
！

来
い
！
」
と
相
手
を
煽
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

・「
無
防
備
都
市
」
一
九
四
五
年
製
作
公
開
の
イ
タ
リ
ア
・
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
の
名
作
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ

リ
ー
ニ
監
督
作
品
“R

om
a città aperta”

（
原
題
の
意
は
「
開
か
れ
た
都
市
ロ
ー
マ
」
）。
日
本
公
開
は
昭
和

二
五
（
一
九
五
〇
）
年
十
一
月
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
ド
イ
ツ
軍
が
制
圧
中
の
ロ
ー
マ
で
の
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
を
描
く
。
作
中
、
主
人
公
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
指
導
者
マ
ン
フ
レ
ー
デ
ィ
は
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
拷
問
を
受
け

て
絶
命
す
る
（
こ
こ
は
ウ
ィ
キ
の
「
無
防
備
都
市
」
を
参
考
に
し
た
）。
因
み
に
、
連
合
軍
に
よ
る
ロ
ー
マ
解

放
は
一
九
四
四
年
六
月
五
日
。【
二
〇
一
六
年
一
月
二
十
日
】］

http://homepage2.nifty.com/onibi/aibu.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%84%A1%E9%98%B2%E5%82%99%E9%83%BD%E5%B8%82


 
 

 
 

カ

ロ

三

代

私
の
家
は
、
猫
運
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
の
三
年
ば
か
り
の
間
に
、
三
匹
猫
を
飼
い
、
三
匹
と
も
次
々
に
死
ん
で
行
っ

た
。
三
匹
と
言
っ
て
も
、
一
時
に
三
匹
飼
っ
た
の
で
は
な
い
。
一
匹
が
死
ね
ば
、

次
に
ま
た
一
匹
補
充
す
る
と
い
う
具
合
に
し
て
、
つ
ま
り
三
代
に
わ
た
っ
て
、
飼

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
名
前
も
、
最
初
の
や
つ
を
カ
ロ
と
言
っ
た
か
ら
、
二
代
目
三

代
目
も
、
そ
れ
を
引
継
い
で
、
同
じ
名
前
の
カ
ロ
。
こ
の
三
代
目
の
カ
ロ
が
死
亡

し
た
の
は
、
つ
い
せ
ん
だ
っ
て
、
今
年
の
六
月
二
十
四
日
か
五
日
頃
と
推
定
さ
れ

る
。
そ
れ
以
後
、
私
の
家
は
、
猫
を
飼
わ
な
い
。

妙
な
も
の
で
、
初
代
二
代
目
カ
ロ
の
毛
並
や
顔
か
た
ち
を
、
私
は
も
う
覚
え
て

い
な
い
。
全
然
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
憶
い
出
そ
う
と
す
る
と
、
す
ぐ
三
代
目

の
風
貌
に
か
さ
な
っ
て
し
ま
う
。

初
代
の
や
つ
は
、
近
所
の
岩
崎
栄
さ
ん
の
家
か
ら
、
生
れ
た
ば
か
り
の
を
貰
っ

て
き
た
。
べ
つ
だ
ん
可
愛
が
ろ
う
と
思
っ
て
貰
っ
た
の
で
は
な
く
、
家
に
鼠
が

跳
梁

ち
ょ
う
り
ょ
う

し
て
困
っ
た
か
ら
だ
。
実
際
そ
の
頃
、
家
に
は
鼠
が
た
く
さ
ん
棲
ん
で
い
た
。

そ
の
鼠
族
の
首
領
み
た
い
な
老
鼠
な
ど
は
、
大
き
さ
も
仔
猫
ほ
ど
も
あ
り
、
そ
い

つ
が
平
気
で
、
寝
て
い
る
枕
も
と
な
ど
を
歩
き
廻
っ
た
り
す
る
。
悠
容
迫
ら
ず
、

一
種
の
威
厳
さ
え
具
え
え
い
た
。
私
は
こ
の
老
鼠
を
憎
ん
だ
。
ど
う
に
か
し
て
捕



え
た
い
と
思
っ
た
が
、
こ
い
つ
は
な
か
な
か
智
能
が
発
達
し
て
い
て
、
鼠
捕
器
な

ど
に
は
、
絶
対
に
か
か
ら
な
い
。
素
手
で
と
ら
え
よ
う
な
ど
、
動
作
の
に
ぶ
い
私

に
は
、
不
可
能
の
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
老
鼠
を
、『
猫
も
ど
き
』
と
い

う
渾
名

あ

だ

な

で
呼
ん
で
い
た
。軀

か
ら
だ

が
大
き
く
、
猫
ほ
ど
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
猫

も
ど
き
を
頭

か
し
ら

に
い
た
だ
く
聯
隊

れ

ん

た

い

や
予
備
隊
が
、
日
毎
夜
毎
、
柱
を
ガ
リ
ガ
リ
齧

か

じ

り
、

押
入
れ
の
壁
に
穴
を
あ
け
、
食
物
や
衣
類
な
ど
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
し
て
し
ま
う

の
だ
。
机
の
上
の
、
原
稿
用
紙
を
齧
ら
れ
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
苦
心
し
て
や
っ
と

書
き
上
げ
た
小
説
を
齧
ら
れ
て
は
、
私
で
も
腹
が
立
つ
。

初
代
カ
ロ
が
、
こ
の
猫
も
ど
き
を
仕
止
め
た
の
は
、
家
に
来
て
半
年
後
で
あ
る
。

日
記
に
ま
で
つ
け
て
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
私
も
よ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。「
近
来
の
快
事
な
り
」
な
ど
と
記
し
て
あ
る
。

猫
も
ど
き
が
死
ん
で
以
来
、
鼠
族
の
跳
梁
は
頓

と

み

に
減
少
し
、
間
も
な
く
す
っ
か

り
居
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
初
代
カ
ロ
は
、
実
に
機
敏
な
猫
で
あ
っ
た
し
、

ま
た
首
領
を
殺
さ
れ
た
関
係
も
あ
っ
て
、
天
井
裏
の
聯
隊
は
、
赤
城
山
の
忠
次
一

味
み
た
い
に
、
思
い
思
い
の
方
向
に
四
散
し
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
鼠
と
い
う
も

の
は
、
不
利
な
環
境
に
は
、
絶
対
に
棲
ま
な
い
動
物
で
あ
る
。

そ
の
初
代
カ
ロ
は
、
そ
れ
か
ら
一
年
後
、
近
所
で
仕
掛
け
た
毒
団
子
か
何
か
を

食
べ
た
ら
し
く
、
物
置
の
中
で
斃
死

へ

い

し

し
て
い
た
。
遺
骸
は
庭
の
す
み
に
、
私
が
埋

葬
し
た
。
墓
な
ど
は
た
て
て
や
ら
な
い
。
埋
め
た
だ
け
で
あ
る
。
今
は
そ
こ
に
、

蕗
ふ

き

を
植
え
て
い
る
が
、
よ
く
育
つ
し
味
も
い
い
。
遺
骸
が
地
下
で
分
解
し
て
、
肥

料
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。



そ
れ
か
ら
直
ぐ
、
ま
た
猫
を
飼
っ
た
。
こ
れ
は
雌
猫
で
、
あ
ま
り
特
徴
が
な
か

っ
た
。
ヘ
ビ
や
ト
カ
ゲ
が
大
好
物
ら
し
か
っ
た
が
、
家
の
中
に
持
込
ん
で
来
る
の

に
は
困
惑
し
た
。
三
尺
ば
か
り
の
縞
蛇

し

ま

へ

び

を
、
書
斎
に
く
わ
え
込
ん
で
き
て
、
私
の

眼
の
色
を
変
え
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
縞
蛇
は
ま
だ
生
き
て
い
て
、
私
の
方

に
鎌
首
を
も
た
げ
、
赤
い
舌
を
チ
ロ
チ
ロ
と
出
し
た
。

こ
の
二
代
目
は
、
や
が
て
妊
娠
し
、
ど
う
い
う
関
係
か
ら
か
流
産
し
て
、
古
行
李

こ

う

り

の
中
で
死
ん
だ
。
死
ん
だ
の
は
、
昨
年
の
二
月
。
縁
側
に
出
し
た
古
行
李
の
中
で
、

ケ
イ
レ
ン
を
繰
返
し
な
が
ら
、
死
ん
で
行
っ
た
。
丁
度

ち

ょ

う

ど

そ
の
時
、『
隊
商
』
の
吉

田
時
善
君
が
遊
び
に
来
て
い
て
、
私
と
話
し
な
が
ら
も
、
そ
の
方
が
気
に
な
る
ら

し
く
、
横
目
で
チ
ラ
チ
ラ
と
古
行
李
の
方
を
に
ら
ん
で
い
た
。
最
近
号
の
『
隊
商
』

に
、
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
わ
た
く
し
は
、
か
つ
て
或
る
人
を
訪
ね
た
時
、
縁
先
に
出
し
た
や
ぶ
れ
行
李

の
中
で
、
そ
の
家
の
猫
が
流
産
を
し
て
、
き
た
な
い
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
、
ひ
く

ひ
く
と
鼻
を
動
か
し
な
が
ら
、
の
こ
り
す
く
な
く
な
っ
た
生
命
の
う
つ
ろ
い
に
じ

っ
と
耐
え
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
が
そ
こ
に
い
る
あ
い
だ

に
、
猫
は
、
死
ん
だ
。
さ
ら
に
、
わ
た
く
し
に
は
、
斎
藤
茂
吉
の
『
自
動
車
に
轢ひ

か
れ
し
猫
は
ぼ
ろ
切
れ
か
何
か
の
ご
と
く
平
た
く
な
り
ぬ
』
と
い
う
歌
に
あ
ら
わ

れ
た
猫
の
は
か
な
い
生
命
の
こ
と
も
、
自
然
に
想
い
出
さ
れ
た
。
す
く
な
く
と
も
、

生
命
の
充
実
感
が
い
か
に
見
事
な
印
象
で
あ
ろ
う
と
も
、
一
匹
の
猫
に
羨
望
を
い

だ
く
ほ
ど
、
無
意
味
な
こ
と
は
な
い
に
ち
が
い
な
い
。（
中
略
）
猫
は
や
は
り
猫

に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
く
ま
で
、
す
こ
し
時
間
が
か
か
っ
た
」



青
田
君
は
文
学
青
年
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
文
章
を
書
く
。
の
こ
り
す
く
な
く
な

っ
た
生
命
の
う
つ
ろ
い
に
、
じ
っ
と
耐
え
て
い
た
か
ど
う
か
、
よ
く
懐
い
出
せ
な

い
け
れ
ど
も
、
カ
ロ
が
や
は
り
猫
に
す
ぎ
ず
、
猫
ら
し
く
死
ん
だ
の
は
、
事
実
で

あ
ろ
う
。
遺
骸
は
、
死
産
児
も
ろ
と
も
、
初
代
カ
ロ
の
隣
り
に
、
穴
を
ほ
っ
て
埋

め
た
。
や
は
り
墓
は
つ
く
ら
ず
、
そ
の
代
り
に
、
山
椒

さ
ん
し
ょ
う

の
木
を
植
え
た
。
こ
れ
も

発
育
が
よ
く
て
、
現
在
は
三
尺
ば
か
り
の
高
さ
と
な
っ
た
。
野
生
の
そ
れ
で
な
く
、

ア
サ
ク
ラ
山
椒
と
い
う
、
香
の
高
い
山
椒
で
あ
る
。
近
頃
で
は
、
朝
飯
の
味
噌
汁

な
ど
に
、
浮
か
せ
て
食
べ
る
。
こ
の
葉
は
、
駆
虫
の
功
も
果
た
す
と
言
う
か
ら
、

ま
こ
と
に
重
宝

ち
ょ
う
ほ
う

な
植
物
だ
。

こ
の
二
代
目
カ
ロ
が
死
亡
し
て
三
日
目
に
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
仔
猫
が
二
匹
、

私
の
庭
に
迷
い
こ
ん
で
き
た
。
一
匹
は
黒
猫
で
、
一
匹
は
赤
ト
ラ
。
家
人
が
物
好

き
に
、
二
匹
と
も
上
に
あ
げ
て
、
一
晩
過
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
黒
猫
の
方
は
、
畳
の

上
に
放
尿
す
る
習
癖
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
こ
れ
は
落
第
。
赤
ト
ラ
の
方
が
、
三

代
目
カ
ロ
を
襲
名
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
黒
猫
は
、
近
所
の
原
っ
ぱ
に
捨
て
た
。

カ
ロ
は
見
る
見
る
大
き
く
な
っ
た
。
こ
ん
な
成
長
の
早
い
猫
を
、
私
は
今
ま
で

見
た
こ
と
が
な
い
。
半
年
ほ
ど
も
経
つ
と
、
近
所
中
で
一
番
巨
大
な
猫
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
雄
猫
で
、
尻
尾
も
長
い
。
い
つ
か
畳
に
押
え
つ
け
て
、
鯨
尺

く
じ
ら
じ
ゃ
く

で
計
っ

て
み
た
ら
、
鼻
の
頭
か
ら
尻
尾
の
先
ま
で
、
大
体
三
尺
ば
か
り
も
あ
っ
た
。
体軀

も
そ
れ
に
応
じ
て
、
ぼ
っ
た
り
と
ふ
く
ら
み
、
あ
ぶ
ら
ぎ
っ
て
い
る
。
動
作
も
、



わ
ざ
と
や
っ
て
い
る
み
た
い
に
、
に
ぶ
く
重
々
し
い
。
あ
る
種
の
代
議
士
の
動
作

に
似
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
一
日
中
、
台
所
と
か
縁
側
な
ど
に
、
じ
っ
と
寝
そ
べ
っ
て
い
る
。
何

に
も
す
る
こ
と
が
な
い
み
た
い
だ
。

「
何
と
い
う
ヤ
ク
ザ
な
猫
だ
ろ
う
ね
」

と
私
は
、
家
人
相
手
に
、
嘆
い
た
こ
と
も
あ
る
。

「
こ
れ
は
も
う
、
猫
と
い
う
よ
り
、
豚
だ
ね
」

実
際
カ
ロ
は
、
一
日
中
、
食
べ
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

人
間
が
近
づ
く
と
、
細
い
目
を
あ
け
て
、
ニ
ャ
ア
と
啼
き
な
が
ら
、
こ
ち
ら
を
観

察
す
る
。
手
に
皿
と
か
鍋
と
か
を
持
っ
て
い
る
と
、
急
い
で
起
き
上
っ
て
、
台
所

の
す
み
に
か
け
て
ゆ
く
。
そ
こ
に
は
カ
ロ
用
の
皿
が
、
置
か
れ
て
あ
る
の
だ
。
そ

し
て
、
ニ
ャ
ア
ニ
ャ
ア
と
啼
き
な
が
ら
、
食
事
を
う
る
さ
く
催
促
す
る
。
そ
う
い

う
時
だ
け
は
、
動
作
も
素
早
か
っ
た
。
根
っ
か
ら
動
作
が
に
ぶ
い
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

カ
ロ
は
な
か
な
か
の
美
食
家
で
あ
っ
た
。
家
人
が
餌
を
や
り
す
ぎ
て
い
た
せ
い

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
た
と
え
ば
、
鰹
節

か
つ
お
ぶ
し

を
か
け
た
飯
を
与
え
る
と
、
上
に
か
け
た

鰹
節
だ
け
を
食
べ
る
。
あ
と
は
見
向
き
も
し
な
い
。
近
所
の
猫
が
、
忍
び
込
ん
で

食
べ
る
の
に
、
ま
か
せ
て
い
る
。
ど
う
も
腹
が
減
っ
て
い
て
も
、
他
に
旨
い
も
の

が
食
え
そ
う
な
予
感
が
す
る
時
は
、
食
べ
る
の
を
辛
抱
し
て
い
る
よ
う
な
様
子
さ

え
あ
っ
た
。

前
に
書
い
た
よ
う
に
、
動
作
が
重
々
し
い
の
で
、
子
供
た
ち
の
相
手
に
は
好
適



で
あ
っ
た
。
当
歳
の
男
児
が
、
カ
ロ
を
か
ま
う
の
が
好
き
で
、
ご
そ
ご
そ
這
っ
て

行
っ
て
、
カ
ロ
の
耳
を
引
っ
ぱ
っ
た
り
、
毛
を
む
し
っ
た
り
す
る
。
カ
ロ
は
そ
れ

に
抵
抗
は
全
然
し
な
い
。
迷
惑
そ
う
な
表
情
で
、
な
す
が
ま
ま
に
任
せ
て
い
る
。

義
理
で
お
相
手
を
つ
と
め
て
い
る
よ
う
な
風
情

ふ

ぜ

い

が
あ
る
。
五
分
間
ほ
ど
も
相
手
を

し
て
い
る
と
、
も
う
こ
の
位
で
よ
か
ろ
う
と
い
っ
た
顔
で
、
の
そ
り
と
歩
き
出
す
。

子
供
に
爪
を
立
て
な
い
の
は
、
一
応
感
心
で
は
あ
る
が
、
そ
の
表
情
や
動
作
が
、

い
つ
か
ら
か
私
の
気
に
喰
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。

カ
ロ
に
対
し
て
、
何
か
な
お
ざ
り
に
出
来
な
い
よ
う
な
、
ほ
っ
と
け
な
い
よ
う

な
感
じ
を
、
私
が
持
ち
始
め
た
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
だ
っ
た
か
、
ど
ん
な
動
機
か

ら
だ
っ
た
か
、
も
う
憶
い
出
せ
な
い
。
は
っ
き
り
し
た
動
機
は
な
く
、
自
然
と
そ

う
い
う
具
合
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

猫
を
か
ま
っ
た
り
、
こ
ら
し
め
た
り
、
い
じ
め
た
り
す
る
に
は
、
竹
の
蠅
叩

は
え
た
た

き

が
一
番
有
効
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
発
見
し
た
。
棍
棒

こ
ん
ぼ
う

と
か

箒
ほ
う
き

で
は
大
げ
さ
過

ぎ
る
し
、
第
一
座
右
に
は
置
い
と
け
な
い
。
と
言
っ
て
、
火
箸
か
何
か
で
は
短
か

過
ぎ
て
、
急
場
の
役
に
立
た
な
い
。
蠅
叩
き
が
一
番
適
当
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
な

ら
相
当
力
が
入
る
し
、
も
っ
と
腹
が
立
っ
た
場
合
に
は
、
先
端
の
丸
い
部
分
を
、

平
ら
に
で
は
な
く
、
横
に
し
て
叩
く
。
こ
の
方
法
は
、
相
当
な
利き

き
目
が
あ
る
。

こ
れ
は
私
が
、
自
分
の
膝
や
臑す

ね

を
実
験
台
に
し
て
、
試
み
て
み
た
こ
と
だ
か
ら
、

確
実
で
あ
る
。
当
り
場
所
に
よ
っ
て
は
、
呼
吸
が
と
ま
る
ほ
ど
痛
い
。

私
は
こ
の
蠅
叩
き
を
、
五
本
ほ
ど
買
い
求
め
、
居
間
に
三
本
、
書
斎
に
一
本
、



台
所
に
一
本
、
常
備
し
て
置
い
た
。
も
ち
ろ
ん
カ
ロ
を
打

擲

ち
ょ
う
ち
ゃ
く

す
る
た
め
で
あ
る
。

蠅
を
叩
く
た
め
に
は
使
用
し
な
い
。
蠅
の
た
め
に
は
、
も
少
し
安
物
の
蠅
叩
き
を

使
う
よ
う
に
し
た
。
蠅
と
カ
ロ
を
一
緒
に
叩
い
て
は
、
カ
ロ
に
悪
い
と
い
う
気
持

で
も
あ
っ
た
が
、
第
一
に
は
兼
用
で
は
、
意
味
が
薄
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

カ
ロ
が
死
ぬ
ま
で
に
、
こ
の
カ
ロ
叩
き
は
二
本
が
完
全
に
破
損
し
、
使
用
出
来
る

の
は
三
本
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。
頻
繁

ひ
ん
ぱ
ん

に
使
用
し
た
せ
い
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
頑

丈
に
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
蠅
を
叩
く
だ
け
な
ら
、

も
っ
と
保
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
れ
は
、
製
造
し
た
職
人
の
怠
慢
と
は
言

え
な
い
だ
ろ
う
。

画
家
の
秋
野
卓
美
君
が
、
時
々
私
の
家
に
、
遊
び
に
や
っ
て
く
る
。
さ
す
が
に

画
家
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
も
の
の
形
に
興
味
を
持
つ
よ
う
だ
が
、
カ
ロ
に
対
し
て

は
特
に
興
味
を
覚
え
た
ら
し
く
、
椅
子
の
上
に
乗
せ
て
、
写
生
を
試
み
た
り
す
る
。

カ
ロ
は
、
赤
ん
坊
か
ら
か
ま
わ
れ
る
時
と
同
じ
よ
う
に
、
迷
惑
そ
う
な
表
情
で
、

ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
。
ポ
ー
ズ
は
秋
野
君
が
つ
け
る
の
だ
。
か
な
り
乱
暴
な
や

り
方
で
、
肢
を
引
っ
ぱ
っ
た
り
、
顔
を
ね
じ
向
け
た
り
、
尻
尾
を
曲
げ
た
り
す
る
。

カ
ロ
は
厭
な
顔
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
一
応
言
う
な
り
に
な
っ
て
、
指
定
さ

れ
た
ポ
ー
ズ
を
保
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
も
、
五
分
ぐ
ら
い
の
間
だ
。
も
う
こ

れ
で
義
理
を
果
た
し
た
と
い
う
恰
好

か
っ
こ
う

で
、
の
そ
り
と
体
を
お
こ
す
。

「
こ
ら
ッ
」

と
秋
野
君
が
怒
る
。
怒
っ
た
っ
て
、
カ
ロ
は
平
気
な
も
の
だ
。
つ
か
ま
え
よ
う



と
す
る
と
、
ヒ
ラ
リ
と
手
を
す
り
ぬ
け
て
、
庭
へ
飛
び
出
し
、
あ
と
は
悠
々
と
歩

く
。
他
の
猫
み
た
い
に
、
一
目
散
に
遁
走

と
ん
そ
う

す
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
人
間
が

追
っ
て
く
る
範
囲
や
限
界
だ
け
を
逃
げ
て
、
あ
と
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
あ
る
く
の

だ
。
体
力
や
神
経
の
無
駄
な
消
費
を
、
極
度
に
避
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

ま
た
秋
野
君
は
時
々
、
カ
ロ
を
つ
か
ま
え
て
、
頭
に
袋
を
か
ぶ
せ
て
み
た
り
、

ま
た
あ
お
む
け
に
し
て
、
後
肢
を
左
右
に
開
き
、
そ
こ
ら
あ
た
り
を
忠
実
に
観
察

し
た
り
も
し
て
い
た
。
絵
を
画
く
に
は
、
先
ず
観
察
が
第
一
で
あ
る
し
、
そ
の
点

に
お
い
て
、
私
は
秋
野
君
の
勤
勉
に
一
応
の
感
服
を
す
る
。
あ
ま
り
し
ば
し
ば
観

察
を
す
る
の
で
、
カ
ロ
は
秋
野
君
の
顔
を
見
る
と
、
命
ぜ
ら
れ
も
し
な
い
の
に
ひ

っ
く
り
か
え
っ
て
、
肢
を
開
い
て
見
せ
た
こ
と
さ
え
あ
る
。

カ
ロ
は
顔
に
紙
袋
を
か
ぶ
せ
ら
れ
て
も
、
他
の
猫
の
よ
う
に
、
絶
対
に
後
退
り

は
し
な
い
。
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
眠
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
動

か
な
い
。
つ
い
に
人
間
の
方
が
根
負
け
を
し
て
、
袋
を
と
っ
て
や
る
。

「
こ
の
カ
ロ
は
、
実
に
あ
な
た
に
似
て
る
で
す
な
あ
」

あ
る
時
、
秋
野
君
が
感
嘆
し
た
よ
う
に
、
そ
う
言
っ
た
。

「
ま
あ
飼
い
猫
と
い
う
や
つ
は
、
そ
の
主
人
の
性
格
に
、
そ
っ
く
り
似
る
も
の
だ

そ
う
だ
け
れ
ど
」

「
そ
う
か
ね
え
」

ど
う
い
う
点
が
似
て
い
る
か
、
訊
ね
て
み
よ
う
か
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
止
し

に
し
た
。
も
う
そ
の
頃
は
、
私
は
カ
ロ
を
放
っ
て
置
け
な
い
よ
う
な
心
境
に
な
っ

て
い
た
し
、
猫
叩
き
も
盛
ん
に
使
用
し
て
い
た
の
で
、
似
て
い
る
と
こ
ろ
を
ハ
ッ



キ
リ
さ
れ
て
は
、
す
こ
し
困
る
の
で
あ
る
。
秋
野
君
は
内
心
で
は
、
私
と
カ
ロ
の

類
似
点
を
あ
げ
た
か
っ
た
ら
し
い
が
、
私
が
ふ
く
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
き
り
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
ん
な
に
腹
を
減
ら
し
て
い
る
筈
は
な
い
の
に
、
我
が
家
の
食
事
時
に
な
る
と
、

カ
ロ
は
の
そ
の
そ
と
あ
ら
わ
れ
る
。
私
に
は
カ
ロ
の
心
事
が
、
ち
ゃ
ん
と
判
っ
て

い
る
。
食
卓
に
ど
ん
な
も
の
が
並
ん
で
い
る
か
、
そ
れ
を
偵
察
に
、
ま
た
あ
わ
よ

く
ば
、
か
す
め
取
ろ
う
と
い
う
魂
胆
な
の
だ
。
実
際
に
、
私
が
座
に
い
な
く
て
、

子
供
た
ち
だ
け
の
時
な
ど
、
カ
ロ
は
し
ば
し
ば
卓
上
の
も
の
を
く
わ
え
て
逃
げ
た
。

し
か
し
、
私
が
坐
っ
て
い
る
場
合
は
、
食
卓
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、

た
だ
部
屋
を
通
り
抜
け
る
だ
け
だ
、
と
い
う
表
情
と
物
腰
で
、
の
そ
り
の
そ
り
と

歩
く
。
そ
の
際
で
も
、
カ
ロ
は
、
ち
ら
と
横
目
を
使
っ
て
、
卓
上
を
ぬ
す
み
見
る

こ
と
は
忘
れ
な
い
。
そ
れ
が
私
を
怒
ら
せ
る
。
私
の
右
手
は
、
も
う
私
自
身
が
気

が
付
か
な
い
う
ち
に
、
猫
叩
き
を
つ
か
ん
で
振
り
上
げ
て
い
る
。

私
が
あ
ま
り
打

擲

ち
ょ
う
ち
ゃ
く

す
る
も
の
だ
か
ら
、
つ
い
に
カ
ロ
は
、
私
の
眼
の
前
で
は
、

黒
豹
か
何
か
み
た
い
に
、
肢
を
曲
げ
、
背
中
を
極
度
に
低
く
し
て
、
す
り
足
で
歩

く
よ
う
な
習
慣
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
が
猫
叩
き
を摑

つ
か

む
と
、
パ
ッ
と
電
光
の

よ
う
に
走
っ
て
逃
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
そ
う
な
っ
た
で
、
私
は
ま
す
ま

す

癪
し
ゃ
く

に
障
っ
て
く
る
。
最
初
の
頃
は
、
何
か
理
由
が
あ
っ
た
時
、
つ
ま
り
カ
ロ

に
何
か
落
度
が
あ
っ
た
時
し
か
、
猫
叩
き
を
使
用
し
な
か
っ
た
の
に
、
し
だ
い
に

私
は
、
随
時
そ
れ
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
随
時
と
言
っ
て
も
、
私
は



心
の
中
で
は
、
ち
ゃ
ん
と
そ
の
理
由
を
見
つ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
昨
日
魚
を

く
わ
え
て
逃
げ
た
で
は
な
い
か
、
と
か
、
一
週
間
ば
か
り
前
に
泥
足
で
上
っ
て
き

た
で
は
な
い
か
、
と
か
、
本
日
叩
く
理
由
は
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
い
る
。
そ
の
折
叩

き
そ
び
れ
た
か
ら
、
後
れ
ば
せ
な
が
ら
、
今
こ
ら
し
め
る
訳
で
あ
る
。
そ
う
い
う

や
り
方
を
、
家
人
は
し
ば
し
ば
非
難
し
た
。

「
猫
が
一
々
、
二
日
も
三
日
も
前
の
こ
と
を
、
覚
え
て
い
る
も
ん
で
す
か
。
可
哀

そ
う
だ
か
ら
、
よ
し
な
さ
い
」

し
か
し
、
猫
に
ど
の
程
度
の
記
憶
力
が
あ
る
の
か
、
家
人
も
実
証
的
に
調
べ
た

わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
抗
議
に
は
、
私
は
と
り
合
わ
な
い
。
カ
ロ
が
覚
え

て
い
る
か
ど
う
か
、
も
ち
ろ
ん
私
も
知
ら
な
い
。
そ
れ
は
カ
ロ
の
み
が
知
っ
て
い

る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
カ
ロ
が
悪
事
を
働
い
た
こ
と
を
、
私
が
覚
え
て
い
る
か
ら

に
は
、
私
は
猫
叩
き
を
使
わ
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
だ
。

台
所
の
棚
の
辺
で
、
カ
タ
リ
と
音
が
す
る
。
食
事
中
で
も
、
仕
事
中
で
も
、
ま

た
来
客
中
で
も
、
私
は
猫
叩
き
を
つ
か
ん
で
、
台
所
に
か
け
て
ゆ
く
。
家
人
は
呑
気

の

ん

き

な
性
質
で
、
猫
が
い
る
と
い
う
の
に
、
平
気
で
棚
の
上
に
、
む
き
出
し
に
魚
や
肉

を
乗
せ
て
置
く
。
も
し
そ
の
犯
人
が
カ
ロ
で
あ
っ
た
ら
、
私
は
怒
り
心
頭
に
発
し

て
、
カ
ロ
を
追
い
か
け
る
の
だ
。
カ
ロ
の
逃
走
す
る
コ
ー
ス
は
、
決
っ
て
い
る
。

台
所
の
土
間
か
ら
、
風
呂
の
焚た

き
口
を
く
ぐ
っ
て
、
風
呂
場
に
逃
げ
る
。
焚
き
口

は
小
さ
く
て
、
私
が
通
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
風
呂
場
で
、
私
を
嘲
る
よ
う
に
、
ニ
ャ
ア
と
啼な

く
。
私
は
大
急
ぎ
で

風
呂
場
の
ガ
ラ
ス
扉
へ
か
け
戻
り
、
そ
れ
を
押
し
開
く
。
す
る
と
カ
ロ
は
、
水
の



流
出
口
か
ら
表
へ
逃
げ
る
か
、
ま
た
焚
き
口
を
く
ぐ
っ
て
ま
た
台
所
へ
戻
る
。
カ

ロ
が
そ
の
二
つ
の
ど
っ
ち
を
選
ぶ
か
は
、
私
の
怒
り
の
質
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
私
が
は
な
は
だ
し
く
怒
っ
て
、
あ
く
ま
で
カ
ロ
を
追
う
決
心
の
時

は
、
表
へ
逃
げ
る
。
私
の
怒
り
が
中
ぐ
ら
い
の
時
は
、
カ
ロ
は
焚
き
口
か
ら
台
所

へ
戻
る
。
私
が
し
っ
こ
く
追
跡
す
る
か
し
な
い
か
を
、
カ
ロ
は
私
の
顔
色
や
動
作

で
、
チ
ャ
ン
と
計
算
し
判
断
し
て
し
ま
う
の
だ
。
私
が
カ
ロ
を
放
っ
て
置
け
な
い

原
因
の
一
半
は
、
カ
ロ
の
そ
う
い
う
横
着
な
計
算
力
な
の
で
あ
る
。
先
代
、
先
々

代
の
カ
ロ
に
は
、
こ
ん
な
狡
猾

こ
う
か
つ

な
計
算
力
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
愚
直
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
狡
猾
な
カ
ロ
で
も
、
食
卓
上
の
も
の
を
ぬ
す
み
取
る
時
は
、
さ
す
が

に
気
が
動
転
し
て
、
冷
静
を
欠
く
ら
し
か
っ
た
。
大
あ
わ
て
し
て
事
を
遂
行
し
よ

う
と
す
る
結
果
、
御
馳
走
が
並
べ
て
あ
る
の
に
タ
ク
ア
ン
や
芋
の
煮
こ
ろ
が
し
を

く
わ
え
て
遁
走
し
た
り
す
る
。
一
升
瓶
の
キ
ル
ク
栓
を
く
わ
え
て
逃
げ
た
こ
と
さ

え
あ
る
。
し
か
し
、
お
か
し
な
こ
と
に
、
カ
ロ
は
、
く
わ
え
て
逃
げ
た
も
の
は
、

必
ず
食
べ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
の
心
事
が
、
私
に
は
よ
く
判
ら
な
い
が
、
キ
ル
ク

栓
だ
っ
て
、
半
分
ほ
ど
齧
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
苦
心
し
て
か
す
め
取
っ
た

か
ら
に
は
、
食
わ
ね
ば
損
だ
と
思
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
う
い
う
カ
ロ
に
対
す
る
私
の
態
度
は
、
家
内
で
は
あ
ま
り
評
判
が
よ
く
な
か

っ
た
。

秋
野
画
伯
ま
で
が
、
一
緒
に
な
っ
て
、
私
を
非
難
す
る
。

秋
野
君
の
カ
ロ
ヘ
の
や
り
方
は
、
は
な
は
だ
気
紛
れ
で
あ
っ
た
。
ひ
ど
く
可
愛



が
っ
て
み
た
り
、
私
の
真
似
を
し
て
、
猫
叩
き
で
追
っ
か
け
廻
し
た
り
す
る
の
だ
。

秋
野
君
は
、
私
の
家
に
や
っ
て
来
る
と
先
ず
、
勝
手
知
っ
た
る
食
器
戸
棚
か
ら
、

鰹
節
箱
を
と
り
出
す
。
二
十
分
ぐ
ら
い
か
け
て
ゴ
シ
ゴ
シ
削
り
、
ケ
ズ
リ
節
を
山

の
よ
う
に
つ
く
る
。
私
は
横
目
で
そ
れ
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
秋
野
君
は
、
カ
ロ
を
呼
び
よ
せ
、
台
所
に
連
れ
て
行
き
、
山
な
す
ケ

ズ
リ
節
を
、
ご
そ
り
と
カ
ロ
皿
に
盛
っ
て
や
る
。
こ
の
秋
野
君
の
サ
ー
ビ
ス
を
、

カ
ロ
が
喜
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

秋
野
君
が
カ
ロ
を
残
し
て
台
所
か
ら
立
ち
去
る
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
猫
叩

き
を
手
に
し
た
私
の
姿
が
、
台
所
に
ひ
っ
そ
り
と
現
わ
れ
る
。
忍
び
足
で
カ
ロ
に

近
づ
い
て
、
そ
の
背
中
に
一
撃
を
あ
た
え
る
。
カ
ロ
は
ケ
ズ
リ
節
を
放
棄
し
て
、

横
っ
飛
び
に
飛
ん
で
、
焚
き
口
か
ら
風
呂
場
へ
逃
げ
る
。
な
ぜ
私
が
打
擲
す
る
か

と
言
う
と
、
猫
の
く
せ
に
不
当
の
贅ぜ

い

を
尽
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
カ
ロ
は
、
ケ
ズ
リ
節
に
未
練
が
あ
る
の
で
、
焚
き
口
か
ら
ち
ろ
ち
ろ
と

顔
を
出
し
、
台
所
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
私
が
、
三
分
毎
ぐ
ら

い
に
姿
を
現
わ
し
て
、
猫
叩
き
を
ビ
ュ
ツ
と
振
っ
て
示
威
を
試
み
る
か
ら
、
カ
ロ

と
い
え
ど
も
や
す
や
す
と
出
て
来
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
私
が
根
負
け
す
る
の

を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

そ
ん
な
時
、
た
ま
た
ま
秋
野
画
伯
が
、
台
所
に
や
っ
て
く
る
。
ケ
ズ
リ
節
が
ほ

と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
画
伯
は
激
怒
す
る
。
せ
っ
か
く
削
っ
て
や
っ

た
の
に
、
食
べ
な
い
な
ん
て
、
猫
の
く
せ
に
贅
沢
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
ロ
が

贅
沢
だ
と
い
う
見
解
に
お
い
て
は
、
私
も
別
の
意
味
に
お
い
て
同
感
な
の
で
、
私



と
画
伯
は
そ
こ
で
一
致
し
て
、
め
い
め
い
猫
叩
き
を
ふ
り
か
ざ
し
、
カ
ロ
を
追
っ

か
け
廻
す
こ
と
に
な
る
。
画
伯
は
若
い
し
、
体
力
も
走
力
も
あ
る
の
で
、
カ
ロ
に

と
っ
て
は
大
敵
で
あ
る
。
懸
命
に
逃
げ
廻
っ
て
、
松
の
木
に
か
け
上
っ
た
り
、
屋

根
に
か
け
上
っ
て
行
っ
た
り
し
て
、
大
騒
ぎ
で
あ
る
。

一
度
、
家
中
が
皆
留
守
で
、
私
一
人
が
家
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
い
つ
も
カ

ロ
に
逃
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
日
は
万
全
の
策
を
講
じ
よ
う
と
思
い
、
扉
か
ら

窓
か
ら
全
部
し
め
切
っ
た
。
風
呂
場
の
焚
き
口
も
、
煉
瓦

れ

ん

が

を
積
み
重
ね
て
、
出
入

り
出
来
な
い
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
カ
ロ
を
追
い
に
か
か
っ
た
。
私
が
扉
や
窓

を
し
め
て
い
る
間
、
カ
ロ
は
縁
側
に
ね
そ
べ
っ
て
、
横
目
で
私
の
や
る
こ
と
を
眺

め
て
い
た
の
で
あ
る
。
狡
猾
だ
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
猫
の
か
な
し
さ
で
、
私
の

た
く
ら
み
を
見
抜
け
な
か
っ
た
ら
し
い
。

猫
叩
き
を
ふ
り
か
ざ
し
た
私
の
血
相
を
見
て
、
カ
ロ
は
狼
狽
し
た
。
飛
び
上
っ

て
、
風
呂
場
の
焚
き
口
に
か
け
つ
け
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
ダ
メ
。
ち
ゃ
ん
と
ふ

さ
が
れ
て
い
る
。
カ
ロ
は
必
死
と
な
っ
て
、
私
の
足
の
下
を
す
り
抜
け
、
玄
関
に

か
け
て
行
く
。
玄
関
も
窓
も
、
ど
こ
に
も
隙
間
は
な
い
。
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
猫
叩
き
が
落
下
す
る
。
泣
き
た
い
よ
う
な
気
持
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

ま
た
私
の
足
を
す
り
抜
け
て
、
疾
走
す
る
。

二
十
分
ほ
ど
も
、
私
と
カ
ロ
は
、
家
中
を
縦
横
無
尽
に
か
け
廻
っ
た
。
私
も
疲

れ
た
が
、
カ
ロ
も
疲
れ
た
ら
し
い
。
焚
き
口
の
煉
瓦
の
そ
ば
に
う
ず
く
ま
っ
て
、

と
う
と
う
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
眼
だ
け
は
ら
ん
ら
ん
と
光
ら
せ
、
じ
っ

と
私
を
凝
視
し
て
い
る
。
猫
叩
き
で
ひ
っ
ぱ
た
い
て
も
、
低
く
う
な
る
だ
け
で
、



身
動
き
も
し
な
い
。
立
た
せ
よ
う
と
思
っ
て
、
猫
叩
き
を
腹
の
下
に
さ
し
こ
み
、

ぐ
っ
と
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
と
、
猫
叩
き
が
し
な
う
だ
け
で
、
カ
ロ
の
体
は
び

く
と
も
動
か
な
い
。
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
私
を
凝
視
し
て
い
る
カ
ロ

の
眠
が
、
だ
ん
だ
ん
青
味
を
帯
び
て
き
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
出
し
た
こ
と
も
な

い
よ
う
な
奇
妙
な
声
で
、
ギ
ャ
ア
ア
と
一
声
啼な

い
た
。
あ
ん
ま
り
不
気
味
な
声
だ

っ
た
の
で
、
私
は
ぞ
っ
と
し
て
、
思
わ
ず
猫
叩
き
を
投
げ
捨
て
て
、
書
斎
に
飛
ん

で
帰
っ
た
。
や
は
り
逃
げ
途
を
つ
く
っ
て
や
ら
ね
ば
、
追
っ
か
け
る
こ
と
の
意
味

が
な
い
こ
と
を
、
そ
の
時
し
み
じ
み
と
痛
感
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
家
人
に
も
秋
野
画
伯
に
も
、
と
う
と
う
話
さ
な
い
で
し
ま
っ
た
。

話
す
こ
と
が
、
な
ん
だ
か
忌
々
し
い
気
が
し
た
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
家
人
が
帰

っ
て
く
る
と
、
カ
ロ
は
不
断
の
カ
ロ
に
立
ち
戻
っ
て
、
ふ
つ
う
の
声
で
ニ
ャ
ア
と

啼
き
、
食
物
を
催
促
し
た
り
し
た
。
私
は
、
ほ
っ
と
安
心
し
た
よ
う
な
、
ま
た
腹

だ
た
し
い
よ
う
な
気
分
で
、
そ
の
声
を
聞
い
た
。

こ
う
い
う
沈
着
に
し
て
横
着
な
カ
ロ
で
も
、
さ
か
り

ヽ

ヽ

ヽ

の
時
期
に
な
る
と
ソ
ワ
ソ

ワ
と
、
落
着
か
な
く
な
っ
て
く
る
。

他
の
猫
で
も
そ
う
だ
と
思
う
が
、
さ
か
り
の
期
間
は
、
カ
ロ
は
ほ
と
ん
ど
食
事

を
し
な
い
。
家
に
居
付
か
な
く
て
、
そ
こ
ら
を
う
ろ
う
ろ
歩
き
廻
り
、
れ
い
の
妙

な
声
を
出
し
て
、
雌
猫
と
啼
き
交
す
。
あ
の
声
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
ガ
ラ
ス
を

爪
で
引
っ
か
く
音
の
次
ぐ
ら
い
に
イ
ヤ
な
声
な
の
で
、
も
し
そ
の
声
が
近
く
で
あ

れ
ば
、
私
は
猫
叩
き
を
両
手
に
つ
か
ん
で
、
そ
の
現
場
に
走
っ
て
ゆ
く
。
遠
く
で

あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
方
向
に
石
を
投
げ
つ
け
る
。



カ
ロ
は
こ
の
界
隈

か
い
わ
い

で
、
一
番
巨
大
な
体
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
喧
嘩
は
あ
ま
り

強
く
な
か
っ
た
。
私
の
観
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
猫
の
世
界
で
は
雌
猫
の
方
が
雄

猫
よ
り
も
、
ず
っ
と
強
い
。
強
い
だ
け
で
な
く
、
兇
暴
で
あ
る
。
鼠
な
ど
を
取
る

の
は
、
大
て
い
雌
猫
で
あ
る
。
カ
ロ
は
、
そ
の
弱
い
雄
猫
の
中
で
も
、
ま
た
比
較

的
弱
い
方
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
食
事
は
カ
ロ
皿
に
潤
沢
に
あ
る
か
ら
、
闘
争
し

て
ま
で
食
事
を
獲
得
す
る
必
要
が
な
い
。
つ
ま
り
、
争
闘
の
経
験
や
習
慣
に
乏
し

い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
こ
ら
の
野
良
猫
に
、
か
な
う
わ
け
が
な
い
。
軟
弱
に

し
て
、
性
根
が
ヤ
ワ
な
の
だ
。

そ
れ
は
ま
た
、
カ
ロ
が
し
ば
し
ば
鬚ひ

げ

を
切
ら
れ
た
せ
い
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、

と
も
思
う
。
前
に
書
い
た
よ
う
に
、
カ
ロ
は
一
見
お
と
な
し
く
て
、
子
供
た
ち
の

相
手
に
は
好
適
で
あ
る
か
ら
、
近
所
で
も
子
供
た
ち
に
存
分
に
か
ま
わ
れ
て
い
た

ら
し
い
。
誰
に
も
そ
う
い
う
心
理
が
あ
る
と
思
う
が
、
あ
の
猫
の
顔
に
、
白
い
鬚

が
ピ
ン
と
張
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
つ
い
鉄
で
チ
ョ
キ
ン
と
切
り
落
し
た
く
な

る
も
の
だ
。
誰
か
の
小
説
に
、
猫
の
耳
を
見
て
い
る
と
、
切
符
鋏
で
パ
チ
ン
と
穴

を
あ
け
た
く
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
類
似
の

心
理
で
あ
る
。
こ
と
に
子
供
た
ち
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
衝
動
を
、
す
ぐ
実

行
に
移
す
の
に
ち
が
い
な
い
。
カ
ロ
の
鬚
は
、
し
ば
し
ば
刈
り
取
ら
れ
、
満
足
に

伸
び
き
っ
て
い
る
の
を
、
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
と
わ
っ
て
お
く
が
、
私
は

カ
ロ
の
鬚
を
切
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
暴
力
を
も
っ
て
体
の
一
部
を
毀
傷

き
し
ょ
う

す

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
野
蛮
で
残
酷
な
行
為
は
、
私
は
好
ま
な
い
の
で
あ
る
。
鬚
を

切
っ
た
の
は
、
近
所
の
子
供
た
ち
だ
と
書
い
た
が
近
所
の
大
人
た
ち
か
も
知
れ
な



い
。
ま
た
、
近
所
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
近
く
に
も
い
た
か
も
知
れ
な
い
、
と
思

う
。
あ
る
日
、
午
前
中
カ
ロ
の
鬚
が
チ
ャ
ン
と
生
え
て
い
た
の
に
、
午
後
に
な
る

と
、
そ
れ
が
す
っ
か
り
刈
り
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
が
見
た
範
囲
で

は
、
カ
ロ
は
そ
の
間
、
一
歩
も
家
か
ら
外
に
、
足
を
踏
み
出
さ
な
か
っ
た
。
と
す

れ
ば
、
髪
切
り
犯
人
は
、
家
の
中
に
い
る
か
、
家
の
中
に
入
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
私
は
切
ら
な
い
し
、
家
人
も
切
る
筈
は
な
い
。
だ
か
ら
そ

の
犯
人
は
、
秋
野
画
伯
で
あ
る
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
時
画
伯
が
遊
び
に

来
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
四
つ
に
な
る
子
供
の
証
言
に
よ
る
と
、
画
伯
は
鋏

を
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
鳴
ら
し
な
が
ら
、
縁
側
で
自
分
の
爪
を
切
っ
て
い
た
と
言
う
。

カ
ロ
は
た
し
か
、
そ
の
す
ぐ
傍
に
、
寝
そ
べ
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

ま
あ
誰
が
切
っ
た
っ
て
同
じ
こ
と
だ
け
れ
ど
、
鬚
を
切
ら
れ
る
と
、
猫
は
と
た

ん
に
軟
弱
に
な
り
、
闘
争
心
を
失
う
の
だ
。
平
衡
感
覚
を
失
っ
て
し
ま
う
ら
し
い

の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
軟
弱
な
カ
ロ
で
あ
る
か
ら
、
さ
か
り
の
時
期
、
雌
猫
争
奪
戦
に
お
い

て
、
カ
ロ
は
い
つ
も
敗
北
す
る
ら
し
い
。
恋
敵
か
ら
ひ
っ
掻
か
れ
て
血
を
出
し
た

り
、
ド
ブ
に
落
っ
こ
ち
て
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
り
し
て
、
し
ょ
ん
ぼ
り
と
戻
っ
て

く
る
。
こ
う
い
う
猫
だ
か
ら
、
雌
描
か
ら
も
愛
想
を
つ
か
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
こ
れ
は
私
の
想
像
だ
け
で
あ
る
け
れ
ど
も
。

二
日
に
一
度
か
三
日
に
一
度
、
そ
う
い
う
風
に
し
ょ
ん
ぼ
り
戻
っ
て
く
る
と
、

俄
然

が

ぜ

ん

食
慾
が
戻
っ
て
く
る
ら
し
く
、
カ
ロ
は
が
つ
が
つ
と
餌
を
食
う
。
こ
の
時
は

も
う
、
彼
は
さ
す
が
に
美
食
家
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
汁
か
け
飯
で
も
、
パ
ン
の



耳
で
も
、
何
で
も
か
で
も
、
が
つ
が
つ
と
食
べ
る
。
カ
ロ
皿
に
何
も
乗
っ
て
な
け

れ
ば
、
野
菜
籠
の
ジ
ャ
ガ
芋
や
人
参
な
ど
ま
で
齧
っ
た
り
す
る
。
あ
さ
ま
し
い
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
か
ら
だ
け
で
な
く
、
家
人
か
ら
も
追
っ
か
け
ら
れ
て
、

逃
げ
ま
ど
う
の
で
あ
る
。

今
年
の
六
月
二
十
三
日
。

こ
の
日
も
、
そ
う
い
う
さ
か
り
明
け
の
日
で
あ
っ
た
。
カ
ロ
は
朝
か
ら
、
何
と

な
く
落
着
か
ぬ
風ふ

う

で
、
台
所
や
縁
側
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
。
丁
度

ち
ょ
う
ど

秋
野
画
伯
が

遊
び
に
来
て
い
て
、
紙
袋
を
か
ぶ
せ
ら
れ
た
り
、
尻
尾
を
洗
濯
バ
サ
ミ
で
は
さ
ま

れ
た
り
し
て
い
た
。
画
伯
が
、
カ
ロ
の
尻
尾
を
洗
濯
バ
サ
ミ
で
は
さ
む
の
は
、
何

も
カ
ロ
を
い
じ
め
る
つ
も
り
で
は
な
く
、
絵
の
構
図
と
し
て
研
究
し
て
い
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

そ
の
日
、
知
合
い
の
人
か
ら
、
大
き
な

鱸
す
ず
き

を
貰
っ
た
。
家
中
大
喜
び
で
、
今

夜
は
ひ
と
つ
こ
れ
を
ア
ラ
イ
に
し
て
食
べ
よ
う
と
言
う
わ
け
で
、
台
所
で
三
枚
に

お
ろ
し
た
。
秋
野
画
伯
も
大
の
魚
好
き
で
、
昼
飯
を
ぬ
い
て
、
夕
方
に
な
る
の
を

待
ち
か
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
三
枚
に
お
ろ
し
た
ボ
ッ
タ
リ
し
た
大
き
な
一
切
れ
を
、
ち
ょ
っ
と
の
油
断

を
見
す
ま
し
て
、
カ
ロ
が
く
わ
え
て
逃
げ
た
の
で
あ
る
。
私
は
丁
度

ち
ょ
う
ど

そ
の
時
居
間

で
画
伯
相
手
に
、
花
札
の
コ
イ
コ
イ
を
や
っ
て
い
た
の
だ
。
画
伯
は
下
手
糞
の
く

せ
に
、
大
の
花
札
好
き
で
、
い
つ
も
私
の
い
い
カ
モ
な
の
で
あ
る
。
台
所
の
棚
の

あ
た
り
で
、
ガ
タ
ン
と
音
が
し
た
瞬
間
、
画
伯
は
ハ
ッ
と
し
た
風
に
花
札
を
ほ
う



り
出
し
て
、
立
ち
上
っ
た
。
私
も
思
わ
ず
膝
を
立
て
た
。

「
カ
ロ
の
奴
だ
ー
！
」

二
人
が
勢
い
こ
ん
で
台
所
に
走
り
入
る
と
、
カ
ロ
は
そ
れ
を
く
わ
え
て
、
焚
き

口
の
と
こ
ろ
で
ぐ
い
と
振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
き
な
一
片
だ
か
ら
、
口

で
く
わ
え
て
、
そ
の
端
は
土
間
に
ひ
き
ず
っ
て
い
る
の
だ
。
私
と
画
伯
の
血
は
、

逆
流
し
た
。

「
こ
ら
待
て
っ
！
」

私
た
ち
の
手
に
は
、
何
時
の
間
に
か
、
そ
れ
ぞ
れ
猫
叩
き
が
握
ら
れ
て
い
た
。

板
の
間
を
踏
み
な
ら
し
て
、
追
っ
か
け
、
裸
足
で
外
に
飛
び
出
し
た
。
カ
ロ
は
鱸

す
ず
き

を
地
面
に
引
き
ず
り
な
が
ら
、
懸
命
に
其
の
方
に
か
け
て
ゆ
く
。
私
た
ち
は
夢
中

で
走
っ
た
が
、
も
う
一
息
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
カ
ロ
は
竹
の
四
ツ
目
垣
を
く
ぐ
り
、

隣
り
の
庭
に

逃
げ
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
隣
り
だ
っ
て
何
だ
っ
て
か
ま
わ
な
い
。

私
た
ち
は
メ
リ
メ
リ
と
、
四
ツ
日
垣
を
ま
た
ぎ
越
え
、
追
っ
か
け
に
追
っ
か
け
た
。

し
か
し
カ
ロ
の
脚
の
方
が
、
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
速
か
っ
た
。

カ
ロ
は
そ
れ
を
く
わ
え
た
ま
ま
、
隣
家
の
床
の
下
に
も
ぐ
り
込
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
蜘
蛛

く

も

の
巣
だ
ら
け
の
低
い
床
な
の
で
、
も
う
私
た
ち
は
断
念
す
る
他

は
な
か
っ
た
。

腹
が
立
っ
て
仕
方
が
な
い
け
れ
ど
も
、
床
の
下
に
も
ぐ
り
込
ん
で
鱸
を
取
返
し

て
も
、
も
う
食
い
も
の
に
な
ら
な
い
に
き
ま
っ
て
い
る
。

「
あ
。
あ
そ
こ
で
食
べ
て
や
が
る
」

画
伯
が
指
差
し
た
の
で
、
私
も
し
ゃ
が
ん
で
見
る
と
、
床
下
の
奥
の
方
で
、
カ



ロ
が
眼
を
キ
ラ
キ
ラ
光
ら
せ
な
が
ら
、
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
と
音
を
立
て
、
旨
そ
う
に

鱸
を
食
べ
て
い
た
。
画
伯
の
胃
の
あ
た
り
で
、
グ
グ
ウ
と
鳴
る
音
が
聞
え
た
。

一
時
間
ほ
ど
経
っ
て
、
カ
ロ
は
前
肢
で
口
を
拭
い
た
り
し
な
が
ら
、
台
所
に
戻

っ
て
き
た
。
ケ
ロ
リ
と
し
た
表
情
を
し
て
い
る
。
画
伯
が
近
づ
い
て
、
が
っ
し
と

そ
の
頸く

び

根
っ
こ
を
押
え
た
。
カ
ロ
は
じ
っ
と
し
て
、
な
す
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
。

気
の
せ
い
か
、
何
時
も
よ
り
も
ボ
ッ
ク
リ
と
、
腹
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
た
。

私
が
猫
叩
き
を
持
と
う
と
す
る
と
、
画
伯
が
そ
れ
を
制
し
た
。

「
カ
ロ
の
こ
と
は
、
私
に
任
せ
て
下
さ
い
」

そ
れ
か
ら
画
伯
は
、
頸
を
つ
ま
ん
で
ぶ
ら
下
げ
て
、
茶
の
間
に
入
っ
た
。
す
ぐ

出
て
来
て
、
今
度
は
、
ゴ
ム
紐ひ

も

や
、
罐か

ん

切
り
や
ビ
ー
ル
の
栓
抜
き
、
タ
ワ
シ
、
胡
椒

こ
し
ょ
う

に
七
味
唐
辛
子
、
マ
ッ
チ
や
ペ
ン
チ
、
そ
ん
な
品
々
を
あ
つ
め
て
、
再
び
茶
の
間

に
入
り
、

襖
ふ
す
ま

や
障
子
を
全
部
し
め
切
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
五
分
ほ
ど
の
間
、
こ

の
密
室
の
中
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
か
、
私
は
知
る
由
も
な
い
。

「
き
っ
と
秋
野
君
は
、『
無
防
備
都
市
』
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
た
ん
だ
よ
」

と
、
あ
と
あ
と
に
な
っ
て
、
私
は
家
人
と
話
し
合
っ
た
の
だ
が
、
十
五
分
経
っ

て
、
画
伯
と
カ
ロ
は
、
茶
の
間
か
ら
出
て
来
た
。
カ
ロ
は
げ
っ
そ
り
し
た
よ
う
な

顔
で
、
後
肢
は
か
す
か
に
ピ
ッ
コ
を
引
い
て
い
る
。
毛
も
あ
ち
こ
ち
、
引
き
抜
け

て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
た
。
画
伯
は
、
や
っ
と
恨
み
を
は
ら
し
た
人
の
よ
う
に
、

に
こ
に
こ
し
て
い
た
。
カ
ロ
は
私
た
ち
の
足
の
間
を
、
よ
ろ
よ
ろ
と
す
り
抜
け
て
、



台
所
の
方
に
歩
い
て
行
っ
た
。

カ
ロ
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
の
は
、
そ
の
夜
か
ら
で
あ
る
。
翌
日
も
翌
々
日

も
、
カ
ロ
は
私
た
ち
の
面
前
に
、
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

六
月
二
十
六
日
の
朝
、
隣
り
の
Ｈ
氏
が
カ
ロ
が
Ｈ
家
の
天
井
裏
で
死
ん
で
い
る

と
、
知
ら
せ
に
来
て
呉
れ
た
。

天
井
板
か
ら
、
片
足
を
つ
き
出
し
て
、
死
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
天
井
か
ら

足
が
ぶ
ら
下
っ
て
い
て
は
、
Ｈ
氏
も
仰
天
し
た
に
違
い
な
い
。

遺
骸
は
即
座
に
引
取
っ
た
。

「
あ
ん
た
が
あ
ま
り
い
じ
め
る
か
ら
、
カ
ロ
は
自
殺
し
た
の
よ
」

と
家
人
は
私
を
責
め
た
。

「
カ
ロ
が
い
な
く
っ
た
っ
て
、
平
気
な
ん
で
し
ょ
」

「
い
や
、
と
て
も
気
に
か
け
て
た
ん
だ
。
日
記
に
も
書
い
て
い
る
」

私
は
私
の
日
記
を
、
家
人
に
示
し
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
う
書
い
て
あ
る
。

『
六
月
二
十
五
日
。
カ
ロ
の
姿
終
日
見
え
ず
。
心
配
な
り
。

六
月
二
十
六
日
。
カ
ロ
、
Ｈ
氏
天
井
裏
に
て
、
死
亡
し
あ
り
し
由
。
哀
悼
に
堪た

え
ず
。
涙
数
行
下
る
』

家
人
は
そ
の
日
記
の
頁
を
、
日
に
透
か
し
て
見
た
り
、
こ
す
っ
て
見
た
り
し
て
、

な
じ
る
よ
う
な
調
子
で
言
っ
た
。

「
こ
れ
は
イ
ン
キ
の
色
が
同
じ
よ
。
二
十
五
日
の
は
、
死
ん
だ
と
判
っ
て
書
い
た

ん
で
し
ょ
。
カ
ロ
が
い
な
く
て
、
心
配
す
る
柄
で
す
か
」



私
は
黙
し
て
語
ら
な
か
っ
た
。

カ
ロ
の
死
骸
は
、
秋
野
画
伯
に
埋
め
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
待
っ
て
い
た
が
、
そ

の
日
も
そ
の
翌
日
も
や
っ
て
来
な
い
。

止
む
な
く
、
私
が
シ
ャ
ベ
ル
を
ふ
る
っ
て
、
穴
を
掘
り
、
カ
ロ
を
埋
め
た
。
場

所
は
、
先
代
カ
ロ
の
隣
り
で
あ
る
。

二
三
日
し
て
、
画
伯
は
や
っ
て
来
た
。
カ
ロ
の
死
を
告
げ
る
と
、
画
伯
は
す
こ

し
も
騒
が
ず
、

「
そ
う
で
す
か
」

と
言
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
少
し
経
っ
て
、

「
じ
ゃ
今
日
は
、
カ
ロ
追
悼
の
意
味
で
コ
イ
コ
イ
を
や
り
ま
し
ょ
う
」

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
花
札
を
取
出
し
て
、
追
悼
コ
イ
コ
イ
を
や
っ
た
。
画
伯
は

下
手
く
そ
だ
か
ら
、
何
時
も
の
こ
と
な
が
ら
、
私
が
大
勝
し
た
の
は
、
言
う
ま
で

も
無
い
。

カ
ロ
の
霊
、
安
か
れ
。


